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１．国の地方創生支援措置について
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参
考
１



人口ビジョン ＜育てる力＞集中創生戦略（2015～2019年度の５年間）

山武市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

中長期展望（2060年を視野） 基本目標（数値目標、2019年） 主な重要業績評価指標（KPI※） 具体的な施策

Ⅰ 山武市の人口の状況分析
・2060年の総人口は23,402人。
（2010年56,089人、41.7％に減少）

・高齢化率は、2010年25.4％から
2060年48.5％まで上昇

・2014年の合計特殊出生率は、
国1.42に対して1.10（県は1.32）

Ⅱ 人口の将来展望
◆目指すべき将来の方向
①人口減少問題に取り組む基本的視点
・若者を中心に住むことに誇りを持てる
まちづくり

・若い世代の希望がかなう生活環境基盤等
の整備

・健康で暮らせる地域コミュニティの形成

②目指すべき将来の方向性
・他地域への就職や都市部への進学によっ
て転出せざるを得ない若い世代が、再び
生まれ育った山武市に誇りを持って戻れ
ることが重要。

・転入で新たに市民になる方も、山武市を
愛して、地域に貢献したいという意識を
持てることが必要。

③山武市の将来人口（2060年の人口を試算）
○出生率
・2020年に1.60、2030年に1.80、

2040年に2.07（国準拠）と仮定
○社会移動
・上記出生率で現状推移：29,129人
・加えて、2020年から2025年の間に、

20代の社会移動が改善
（社会移動が半減）：30,919人

１ 地域の魅力と誇りの創生［シ
ティプライド］

◆年間観光客入込数
2,076千人(H26)→2,200千人(H31)

◆転入転出者数
△391人(H26) →△150人(H31)

オリンピック・パラリンピック事業実施数（累計）
１件(H26)→18件(H31) 1-1 オリンピック・パラリンピックを契機とした

交流プログラムやスポーツツーリズムの振興等による
地域の魅力創造

①オリンピック・パラリンピック事業の実施
②国際交流組織の設立
③ダンス事業を基軸にしたスポーツによる賑わい創出

1-2 「小さな拠点」を形成する地域コミュニティの
担い手育成

①「小さな拠点」の形成を目指した市民活動施設の整備
②市民活動の活性化によるまちづくり

２ グローバル人材を育てる力の
創生［教育］

◆英語検定４級以上を取得している
中学生の割合
13.9％ (H26) →50.0％ (H31)

３ 出産・子育て支援及び高齢者福祉の担い
手を育てる力の創生［医療・福祉］

◆合計特殊出生率
1.10 (H26) →1.60 (H31)

◆65歳から74歳までの高齢者で介護認定
を受けずに生活している高齢者の割合
95.9％ (H26) →96.9％ (H31)

４ 地域経済を育てる力の創生［産
業、成田空港経済圏］

◆市内事業所従業者数
15,346人(H26) →15,500人(H31)

◆従業員一人当たりの製造品出荷額等
（４人以上事業所）
3,552万円(H26) →3,560万円(H31)

市民活動や地域活動をするための活動の場
（施設）の新規整備数（累計）
―施設(H26) →２施設(H31)

NPO法人、市民活動・ボランティア団体数
168団体(H26) →170団体(H31)

基幹バスの年間利用者数
41,369人(H26) →41,000人(H31)

乗合タクシーの年間利用者数
51,036人(H26) →51,000人(H31)

外国語コミュニケーション講座への参加者数（累計）
―人(H26) →250人(H31)

海外派遣事業応募者数（累計）
26人(H26) →220人(H31)

松尾高校との連携等事業数
１件(H26) →３件(H31)

各種子育て相談延べ件数
842件(H26) →1,000件(H31)

市内産科医師数
１名(H26) →４名(H31)

エコノミックガーデニングの研究テーマ数
―件(H26) →８件(H31)

成田空港圏での共同事業数
３件(H26) →７件(H31)

年間観光客入込数（再掲）
2,076千人(H26) →2,200千人(H31)

2-1 幼児期から一貫した英語教育によるグローバル
人材の育成

①青少年の外国語学習機会の確保
②市内高校を地域で支える体制づくり

2-2 スリランカ等との国際交流機会の増大による
グローバル人材の育成

①スリランカ等との交流
②高校への海外留学生受入支援
③国際交流組織の設立（再掲）

3-1 松尾高校SGHと連携した世界的な高齢者福祉
モデル地区とするための人材育成の支援

①松尾高校SGHへの支援
②城西国際大学と連携した市内高校のキャリア教育支援
③市内事業者へのEPAによる看護・介護人材の受入支援

3-2 安心して子育てできる環境づくりと産科医を
はじめとする地域医療を支える人材の育成・確保

①安心して子育てできる環境づくり
②地域で安心して産み育てられる環境の充実

4-1 エコノミックガーデニングによる市内中小
企業・小規模事業者の育成

①エコノミックガーデニングの推進
②農商工連携を基軸とした産業の振興

4-2 地域間連携を通じた成田空港経済圏の形成
①成田空港を核とした地域の繁栄
②インバウンド需要を取り込んだ着地型観光の推進
③成田空港等に必要な人材の育成

※Key Performance Indicatorの略。施策ごとに達成すべき目標として設定。

参考２
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参考３

既交付分：80,000千円

既交付分：63,757千円

既交付分：13,744千円

第１回申請分：14,000千円
（５か年総額：400,000千円）

※国配布資料に、一部市の申請金額の付記等の加工を行っている。

＜国・地方創生交付金の概念図＞



国の地方創生関係交付金の活用状況について
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年度 国・交付金名称 国・予算額 市・交付金計画 事業概要 市・交付額

26年度
補正

（3月）

地域活性化・地域住民
生活等緊急支援交付金
（地方創生先行型）
基礎交付分

［参考4］

1,400億円
（補助率10/10）

―
（基礎交付）

・地方版総合戦略の早期かつ有効な策定。
・地方創生に関する施策の実施。
（グローバル化の推進によるまち・ひと活性化事業、賑
わい空間創出事業、地域を担う中小企業等支援事業外５
事業。）

63,757千円

27年度
繰越
(9月)

地域活性化・地域住民
生活等緊急支援交付金
（地方創生先行型）
上乗せ交付分

［参考4］

300億円
（補助率10/10）

成田空港圏
観光振興連携事業
（タイプⅠ・広域）

・成田空港周辺９市町の観光情報が１冊となった空港周
辺観光情報誌を作成する。成田空港や各市町の公共施設、
旅行代理店店舗などへの配布・PR活動を実施することに
より、更なる国内外旅行客を取り込む。

3,744千円

―
（タイプⅡ）

・平成27年10月までの地方版総合戦略の策定を要件に、
地方版総合戦略推進のための事業を支援。
（地域情報発信事業、海外少年スポーツチーム交流事
業）

10,000千円

27年度
補正

（3月）

地方創生加速化交付金

［参考5］

1,000億円
（補助率10/10）

山武市グローカル
人材育成プラット
フォーム形成事業

・成田空港への近接性やオリンピック・パラリンピック
による機運醸成からなるグローバル化と、地域課題であ
る高齢化問題への取組の流れを受け、山武市に必要とさ
れる外国語コミュニケーションや地域課題解決能力を兼
ね備えたグローカル人材となる若者の育成を行う。

80,000千円

28年度
当初
(9月)

地方創生推進交付金

［参考6］

1,000億円
（補助率1/2）

成田空港南側圏
グローカル
人材育成事業

・小中学校の統廃合により発生する遊休施設を活用し、
航空人材を育成できる学校を誘致するとともに、グロー
バル化の機運を高めることで、航空・エアラインビジネ
ス業界への就業の流れを強化し、「魅力的なしごと」に
就ける若者増加による定住促進及び航空志望の若者移住
を目指すもの。

・28年度
14,000千円

・総額(5年間)
400,000千円
（申請中）

※「年度」列内の括弧表記は、国の交付決定（予定）時期を示している。
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参考４（26年度補正）



9

タイプⅠ

タイプⅡ
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参考５
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参考６
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２．地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金
（地方創生先行型）事業の実績結果について
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⇒【資料２】参照



３．地方創生加速化交付金の実施計画について
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地方創生加速化交付金事業の概要について

15

○一億総活躍社会の実現に向けた緊急対応として、「希望を生み出す強い経済」を
実現するため、また、「子育て支援」や「安心につながる社会保障」も含め
「新・三本の矢」の取組に貢献するため、地方創生加速化交付金を創設するもの。

○地方版総合戦略に基づく各自治体の取組について、上乗せ交付金等での特徴的な
事例も参考にしつつ、先駆性を高め、レベルアップの加速化を図るもの。

○ＫＰＩ（成果指標）とＰＤＣＡサイクルを組み込んだ自治体の自主的・主体的な
取組を支援。

○国・予算額 １，０００億円

＜地方創生加速化交付金の概要＞

＜事業概要＞ ※【参考資料１】参照

○事業名 山武市グローカル人材育成プラットフォーム形成事業
○計画期間 平成28年４月～平成29年３月
○事業概要 成田空港への近接性やオリンピック・パラリンピックによる機運醸成

からなるグローバル化と、地域課題である高齢化問題への取組の流れ
を受け、山武市に必要とされる外国語コミュニケーションや地域課題
解決能力を兼ね備えたグローカル人材となる若者の育成を行う。

○計画事業費 81,955千円（うち、交付金充当額：80,000千円）



（参考）経費内訳の主な内容
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１．幼児期グローバル意識形成に係る経費 【9,072千円】 主な具体事業（予算額）

語学力上達のゴールデンエイジ（言語臨界期）を活かすため、市内こども園等で外国人と触れ合う機
会を創出し、幼児期から外国語・外国文化への興味関心を高めるための経費。

・ちびっこ国際交流事業（9,072千円）

２．小中学生英語・ふるさと教育推進に係る経費 【13,481千円】 主な具体事業（予算額）

小中学生を対象に、英語コミュニケーション能力の向上、異文化理解の促進、成田空港就業体験等に
よって、地域に根差したグローカル人材となるモチベーションを向上させるための経費。

・英語教育推進事業（12,530千円）
・一校一国運動事業（488千円）

３．国際オリンピアン交流促進に係る経費 【8,246千円】 主な具体事業（予算額）

2020年東京オリンピック・パラリンピック開催及びスリランカ選手団の事前キャンプ受入れ締結を踏ま

え、世界のトップアスリートと市内児童・生徒、地域住民の間での草の根交流を深化させ、グローバル化
への機運を高めるための経費。

・（仮称）山武市国際交流支援センター運営
事業（2,994千円）
・世界記録可視化事業（1,605千円）

４．成田空港必要人材の育成プログラム作成実行に係る経費 【11,842千円】 主な具体事業（予算額）

成田空港立地企業に対して、積極的にプロモーション活動や人材ニーズ意向調査を行い、地元就業
に繋がる人材育成プログラムの開発を行うとともに、ふるさと教育の担い手として継続的にグローカル
人材教育を行う実行組織形成のための経費。

・地域人材活用教育支援プラットフォーム形
成事業（11,842千円）

５．高校生課題解決型グローカルキャリア人材育成に係る経費 【11,778千円】 主な具体事業（予算額）

文部科学省スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定を受けた県立松尾高校生を中心に、国際
的な介護予防分野の研究を通じた課題解決能力の養成、成田空港等への就業に必要なキャリア教育
の企画・立案に係る経費。

・松尾公民館公営塾運営事業（6,778千円）
・介護予防研究事業（5,000千円）

６．介護予防ダンスの普及啓発に係る経費 【27,536千円】 主な具体事業（予算額）

介護予防ダンスを普及させるためには、若者や高齢者だけではなく全市的なダンス振興が必要となる。
市内事業者を巻き込んだ日本各地・世界各国からの誘致によるダンスイベントを実施するとともに、高
齢化問題に関するシンポジウム等を開催し、活動の全国的な展開やグローカル人材の気質向上を図る
ための経費。

・エコノミックガーデニング推進事業
（19,190千円）
・松尾公民館ダンス振興事業（5,086千円）

加速化交付金 事業費合計： 8 1 , 9 5 5千円 （うち、交付金充当額： 8 0 , 0 0 0千円）



４．地方創生推進交付金の実施計画について
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地方創生推進交付金の制度概要について

＜地方創生推進交付金の概要＞

＜地方創生推進交付金の申請タイプ＞

支援タイプ 要件（先駆性）
年間交付上限
（事業費ベース）

計画認定
期間

・先駆タイプ
①自立性、②官民協働、③地域間連携、④政策間連携

上記全ての要件を満たす必要
２億円 ５か年度

・横展開タイプ ①に加え、②～④のいずれか２つの要素を満たすこと ５，０００万円 ３か年度

・隘路打開タイプ 同上 ５，０００万円 ３か年度

○平成２８年度からの地方版総合戦略の本格的な推進に向け、地方創生の深化のための
地方創生推進交付金を創設
①自治体の自主的・主体的な取組で、先導的なものを支援
②成果指標（ＫＰＩ）の設定とＰＤＣＡサイクルを組み込み、従来の「縦割り」事業を超えた取組を支援
③地域再生法に基づく交付金とし、安定的な制度・運用を確保

○国・予算額 １，０００億円 （補助率：１／２、地方財政措置あり）
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山武市の申請状況（地方創生推進交付金）

＜地方創生推進交付金の申請・採択までのスケジュール＞

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月以降

国
の
動
き

4/20 4/21 5/18 6/13 6/17 下旬 上旬 中旬

市

計
画
作
成
依
頼

国
・説
明
会

国
・相
談
会

国
・内
示
予
定

≪国≫
地域再生計画及び

交付金事業の外部審査

国
・申
請
締
切

県
・申
請
締
切

国
・計
画
認
定

交
付
決
定

素案の作成
修正案作成・申請
補正予算計上

採択後、事業実施

○事業名 成田空港南側圏グローカル人材育成事業
○連携団体 山武市、芝山町、横芝光町
○計画期間 平成２８年度～平成３２年度（５か年）
○事業概要 小中学校の統廃合により発生する遊休施設を活用し、航空人材を育成でき

る学校を誘致するとともに、グローバル化の機運を高めることで、航空・エア
ラインビジネス業界への就業の流れを強化し、「魅力的なしごと」に就ける若
者増加による定住促進及び航空志望の若者移住を目指すもの。

○計画事業費 ４００，０００千円（山武市分）

＜申請事業＞ ⇒「先駆タイプ」で申請 ※【参考資料２】参照
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地方創生推進交付金スケジュール［平成28年度～平成32年度］

H28 H29 H30 H31 H32 H33～

環境変化
・適正化・適正
配置計画の検討

・東京オリンピック開催
・専門学校誘致

地方創生
推進
交付金
事業
（案）

事業費 14,000千円 98,840千円 79,680千円 74,840千円 132,640千円

他町連携

※交付金対象事業費の２割以内の増減は、やむ得ないものは認められる予定。

①航空人材養成のための学校誘致環境整備に係る経費 【5年間：169,900千円】

②東京オリンピック・パラリンピック関連事業に係る経費 【5年間： 71,172千円】

③グローバルキャリア教育の実施に係る経費 【 5年間： 158,928千円】

加
速
化
交
付
金

改修工事等設計

公営塾事業、地域人材活用教育支援プラットフォーム形成事業の推進

オリパラ交流事業等の実施 事前キャンプ

成田空港アクセスの改善、教育移住ＰＲの推進

こども園、小中学校英語教育、地域企業への理解促進

・「職
」に
就
け
る
若
者
の
増
加

・航
空
業
界
を
志
望
す
る
若
者
移
住

≪芝山町≫ スポーツＤＭＯ等の連携（オリパラ関係）【5年間： 107,190千円】

≪横芝光町≫英語教育等の連携（英語・キャリア教育関係） 【5年間： 32,208千円】

地方創生推進交付金事業（山武市申請分：400,000千円）

遊休施設の発生見込み
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航空業界への興味関心向上、成田空港立地企業の雇用環境周知

航空専門学校の誘致環境整備


